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区分 位置 誤 正 

5.2.3.3 
第 4 段落 

なお，…算出できる。この場合は…QDUT

を公称 K ファクタで，QS を Kfでそれぞれ

置き換える。 

なお，…算出できる。この場合は…QS･ρS

を公称 K ファクタで，QDUT･ρを Kfでそれ

ぞれ置き換える。 
5.2.3.4 
第 4 段落 

なお，…算出できる。この場合は…QDUT

を公称流出係数で，QS を Cd で，それぞれ

置き換える。 

なお，…算出できる。この場合は… 
QDUT･ρを公称流出係数で，QS･ρS を Cdで，

それぞれ置き換える。 
5.2.7 d) u(fS)（標準流量計のパルス周波数測定の

標準不確かさ）は，…標準不確かさに流量

計の経年変化を…仕様から求める。 

u(fS)（標準流量計のパルス周波数測定の

標準不確かさ）は，…標準不確かさに周波

数計の経年変化を…仕様から求める。 
誤 

VPV＝KPPVnom [1－αPV (TPV－TREF)] (1＋FPVPPV) 
正 

本体 

5.3.4 
式(23) 

VPV＝KPPVnom [1＋αPV (TPV－TREF)] (1＋FPVPPV) 
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